
事業計画区域内における既存団地の下水道未普及対策のための下水道整備促進事業

平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 埼玉県　杉戸町

①下水道処理人口普及率を65.8%（H22）から67.76%（H26）に向上させる。

②杉戸町内に点在する既存団地のうち、フレッシュタウン、大栄団地、高野団地における公共下水道整備率60.73%(H22)を、事業の推進により100%（H26)達成を目標とする。

（H22当初） （H24末） （H26末）

①下水道処理人口普及率

処理区域内人口（人）／行政人口（人）

②既存団地の公共下水道整備率

既存団地整備済み面積（ha）／既存団地面積（ha）

A１　下水道事業

番号 事業 地域 交付 直接

事業及び

事業実施期間（年度） 備考

種別
種別 対象 間接

施設種別

H22 H23 H24 H25 H26

第一処理分区

A1-1-1 下水道 一般 杉戸町 直接

－

汚水

新設 大栄団地内枝線整備（未普及解消対策）

枝線整備、舗装本復旧L=0.90km

97

A1-1-2 下水道 一般 杉戸町 直接

－

汚水

新設

杉戸第１－３号線幹線整備（未普及解消対策）

幹線整備、ﾏﾝﾎｰﾙﾎﾟﾝﾌﾟ、舗装本復旧L=1.37km

231

A1-1-3 下水道 一般 杉戸町 直接

－

汚水

新設 高野団地内枝線整備（未普及解消対策）

枝線整備、舗装本復旧L=1.80km

142

合計 470

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業
地域 交付 直接

備考

種別
種別 対象 間接

H22 H23 H24 H25 H26

合計

番号 備考

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別
種別 対象 間接

H22 H23 H24 H25 H26

C1-1-3 下水道
一般 杉戸町 直接

－

高野団地内枝線整備

枝線整備、舗装本復旧L=1.04km

82

合計 82

番号 備考

C1-1-3

一体的に実施することにより期待される効果

基幹事業で整備する管渠に接続する枝線管渠を整備することにより、下水道未普及世帯解消の促進と一層の公衆衛生の促進をはかる。

一体的に実施することにより期待される効果

事業内容 市町村名

全体事業費

（百万円）

番号

事業者

省略

要素となる事業名

工種

 
市町村名

事業実施期間（年度）

全体事業費

（百万円）

新設

番号

事業者

省略

要素となる事業名

工種

事業内容

0 Ｃ ８２百万円

効果促進事業費の割合

14.86%

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

全体事業費

合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

５５２百万円 Ａ ４７０百万円 Ｂ

要素となる事業名 事業内容 市町村名

全体事業費

（百万円）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

65.8% 66.6% 67.8%

60.73% 81.87% 100%

交付対象事業

事業者

省略

工種

社会資本総合整備計画（水の安全・安心基盤整備 ）

計画の名称

計画の期間 交付対象

平成22年11月17日

杉戸町

杉戸町

杉戸町

杉戸町

計画の目標

事業計画区域内で既存団地である、大栄団地、高野団地の未普及対策のため、大栄団地については枝線布設整備（管径φ２００ｍｍ・L=０．９ｋｍ）の促進を図り、高野団地については杉戸第１－３号汚

水幹線整備（管径φ２５０ｍｍ・Ｌ＝１．３７ｋｍ）、枝線布設整備（管径φ２００ｍｍ・L=２．８４ｋｍ）の促進を図り、杉戸町全体における下水道処理人口普及率並びに既存団地の下水道整備率を向

上させる。

　　計画の成果目標（定量的指標）


